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市制 7 0 周 年 記 念

関 市 発 掘 調 査 展 2 0 2 0

　古代の武義郡で働く役人をイメージしたキャ
ラクターです。関市池尻にある古代の祭祀遺跡
である「弥勒寺西遺跡」から『廣万呂』と墨で
書かれた土器が発見されたことから名付けられ
ました。
　古代の役所である「弥勒寺東遺跡」に隣接す
る「弥勒寺西遺跡」は、この役所に関連した遺
跡とみられます。役所では、ムゲツ氏という有
力一族が郡司 ( 役人 ) をしていたと考えられてお
り、『廣万呂』もムゲツ氏と関わりがある人物か
もしれません。

こ
れ
は
何
？

関
市
の
か
た
ち
に

見
え
る
ね
!!

答
え
は
本
文
中
に
あ
る
よ
‼

ひろまろくん

ひろまろくんって・・・
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関
市
制
七
〇
周
年
記
念「
関
市
発
掘
調
査
展
二
〇
二
〇
」の
開
催
に
あ
た
り
、一言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昭
和
二
五
年
一〇
月
一五
日
に
関
市
が
誕
生
し
て
、令
和
二
年
は
市
制
七
〇
周
年
・
合
併
一五
周
年
に
あ
た
り
、大
き
な
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。関
市
は
岐
阜
県

美
濃
地
方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
お
り
、こ
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
土
地
に
は
、特
色
あ
る
埋
蔵
文
化
財
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、古
代
豪
族
ム
ゲ
ツ
氏
の
氏
寺
で
あ
る
弥
勒
寺
跡
や
武
義
郡
衙
に
比
定
さ
れ
る
弥
勒
寺
官
衙
遺
跡（
弥
勒
寺
東
遺
跡
）、ム
ゲ
ツ
氏
の
墓
所

と
さ
れ
る
池
尻
大
塚
古
墳
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
弥
勒
寺
官
衙
遺
跡
群
と
し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
、現
在
、歴
史
公
園
と
し
て
整
備
し
て
お
り
ま
す
。

　
塚
原
遺
跡
・
塚
原
古
墳
群
は
縄
文
時
代
早
・
中
期
の
集
落
と
古
墳
時
代
後
期
の
古
墳
群
で
、発
掘
調
査
の
終
了
後
、平
成
四
年
六
月
に
塚
原
遺
跡
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
、毎
年
、市
内
外
の
小
学
校
が
見
学
に
訪
れ
る
な
ど
、歴
史
学
習
の
場
と
し
て
利
用
・
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
重
竹
遺
跡
は
、縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
至
る
複
合
遺
跡
で
、現
在
ま
で
に一〇
〇
次
以
上
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、関
市
を
代
表
す
る
集
落
跡
と
し
て
知
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
合
併
以
来
、旧
関
市
域
以
外
の
発
掘
調
査
も
徐
々
に
増
え
、地
域
の
様
相
も
少
し
ず
つ
判
明
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
他
に
も
開
発
に
伴
う
記
録
保
存
調
査
を
積
極

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
展
示
会
で
は
、今
ま
で
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
つい
て
振
り
返
り
、代
表
的
な
遺
跡
と
出
土
遺
物
を
旧
石
器
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の
時
代
ご
と
に
紹
介

し
ま
す
。関
市
の
発
掘
調
査
の
成
果
を
概
観
で
き
る
よ
う
に
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
発
掘
調
査
の
成
果
を
間
近
に
ご
覧
い
た
だ
き
、関
市
の
歴
史
や
地
域
の
多

様
性
を
感
じ
取
って
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
本
展
示
会
が
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
観
覧
さ
れ
、埋
蔵
文
化
財
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、当
地
域
の
歴
史
研
究
の一助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、発
掘
調
査
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
や
市
民
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、今
後
と
も
埋
蔵
文
化
財

の
保
護
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
令
和
二
年
一〇
月

ご
あ
い
さ
つ

関
市
長
　
尾
関
健
治
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松
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）

向
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『
縄
文
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な
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縄
文
土
器

神
野
遺
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岩
井
戸
岩
陰
遺
跡（
武
芸
川
町
谷
口・小
知
野
）

松
原
遺
跡（
小
屋
名
）

重
竹
遺
跡（
下
有
知
周
辺
）

『
埋
甕
』は
棺
！？

湯
屋
遺
跡（
板
取
湯
屋
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底
津
遺
跡（
洞
戸
栗
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打
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か
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石
器
へ
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の
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杉・西
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南
青
柳
遺
跡（
の
ぞ
み
ヶ
丘
）

三
王
地
遺
跡（
武
芸
川
町
跡
部
）

重
竹
遺
跡（
下
有
知
周
辺
）

弥
生
時
代
は『
溝
』に
注
目

旧
石
器
時
代

　日
本
人
の
生
活
の
始
ま
り

縄
文
時
代

　土
器
の
製
作
と
定
住
生
活

弥
生
時
代

　「ム
ラ
」
か
ら
「
ク
ニ
」
へ

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム
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ラ
ム
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コ
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役
所
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道
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た
ち

榿
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末
洞
古
窯
跡（
下
有
知・尾
太
町
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田
之
洞
古
窯
跡（
黒
屋
）

そ
の
他
の
古
窯
跡

古
代
の
人
々
の
生
活
道
具

北
後
遺
跡（
市
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板
取
の
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生
産
地
が
わ
か
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須
恵
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関
市
の
中
世
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世
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跡
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布
図

上
り
瀬
遺
跡（
下
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保
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22

山
王
遺
跡（
下
有
知
）

中
世
の
台
所
事
情

　囲
炉
裏
の
登
場

重
竹
遺
跡（
下
有
知
）……
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重
竹
B
地
点
出
土
の
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き
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大
甕

長
谷
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塔
の
山
遺
跡（
武
芸
川
町
谷
口
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津
井
谷
北
遺
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板
取
田
口
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大
屋
敷
遺
跡（
志
津
野
） 

古
町
遺
跡（
平
和
通
四
丁
目
）
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関
市
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重
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下
地
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？

参
考
文
献…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

27

用
語
解
説…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

29

中
世
（
鎌
倉
時
代
〜
安
土
桃
山
時
代
）  

武
士
の
台
頭
と
今
に
伝
わ
る
室
町
文
化

近
世
（
江
戸
時
代
）

　江
戸
幕
府
と
泰
平
の
世

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

時
代
の
概
要…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

9

関
市
の
古
墳
時
代

古
墳
時
代
の
遺
跡
分
布
図

陽
徳
寺
裏
山
古
墳
群（
千
疋
）……

…
…
…
…
…
…
…
…

10

古
墳
に
埋
め
ら
れ
た
生
活
や
文
化

片
山
西
塚
古
墳〔
片
山
遺
跡
〕（
小
瀬
）……

…
…
…
…
…

11

小
瀬
方
墳（
山
王
通
西
）

塚
原
古
墳
群（
千
疋
）

杉
ヶ
洞
古
墳
群（
下
有
知
）……

…
…
…
…
…
…
…
…
…

12

池
尻
大
塚
古
墳（
池
尻
）

落
洞
一・二
号
古
墳（
武
芸
川
町
小
知
野
）

南
ヶ
洞
古
墳（
武
芸
川
町
跡
部
）

砂
行
遺
跡・砂
行
一
号
古
墳（
の
ぞ
み
ヶ
丘
）……

…
…
…
…

13

末
洞
遺
跡（
尾
太
町
）

榿
ノ
木
洞
遺
跡（
の
ぞ
み
ヶ
丘
）

山
地
斜
面
の一大
集
落

松
原
遺
跡（
小
屋
名
）……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

14

重
竹
遺
跡（
下
有
知
周
辺
）

南
貸
上
遺
跡（
南
貸
上
）

大
杉
遺
跡（
大
杉・西
田
原
）

『
土
師
器
』と『
須
恵
器
』

時
代
の
概
要…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

15

関
市
の
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吉
田
沖
遺
跡（
黒
屋
周
辺
）

大
杉
遺
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杉
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遺
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唐
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遺
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田
原
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弥
勒
寺
跡【
寺
院
】

弥
勒
寺
西
遺
跡【
祭
祀
】

古
墳
時
代

　権
力
の
象
徴
と
統
一
国
家
へ
の
道
の
り

古
代
（
奈
良
時
代
・
平
安
時
代
）

　天
皇
中
心
の
国
づ
く
り

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム

コ
ラ
ム
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